
イノベーションの創出
新たな飛躍を目指して

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興
元
年
」
と
な
る
２
０
１
２

年
が
間
も
な
く
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
震
災
か
ら
の
産
業

復
興
は
地
域
再
生
の
一
つ
の
エ
ン
ジ
ン
で
も
あ
る
。
そ
の
推

進
力
を
高
め
る
た
め
「
知
」
の
拠
点
と
な
る
東
北
各
地
の
大

学
や
公
設
試
験
研
究
機
関
な
ど
が
核
と
な
っ
て
航
空
宇
宙
関

連
分
野
や
国
内
産
業
の
競
争
力
強
化
、
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
進
む
。
単
な
る
技
術
革
新
に
と
ど
ま
ら
ず
新
た
な
枠

組
み
に
よ
る
挑
戦
が
期
待
さ
れ
て
も
い
る
。
産
業
の
競
争
力

と
地
域
再
生
へ
。
南
東
北
３
県

宮
城
・
山
形
・
福
島

で

の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

最
先
端
流
体
科
学
の
研
究
成
果
を
反
映
し

超
音
速
旅
客
機
「
み
そ
ら
」
開
発
を
目
指
す

東北大学流体科学研究所

原
発
事
故
分
析
、
科
学
者
の
責
務

東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
「
流
れ
」
捉
え
課
題
解
決

山
形
大
学
「
ナ
ノ
メ
タ
ル
ス
ク
ー
ル
」
新
し
い
産
学
連
携
の
形

山形 宮城

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月２１日 金曜日 　　

Ｐ
Ｅ
実
用
化
支
援

　
山
形
大
学
は
機
能
性
ナ
ノ

微
粒
子
の
イ
ン
ク
化
技
術

を
、
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
を
含
む

有
機
基
板
に
印
刷
で
回
路
形

成
を
行
う
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

Ｐ
Ｅ

分
野
の
実
用
化
支
援
を
新
し

い
産
学
連
携
の
「
形
」
で
展

開
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｅ
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
性

が
高
い
有
機
基
板
に
印
刷
に

よ
っ
て
回
路

パ
タ
ー
ニ
ン

グ

・
素
子
形
成
を
行
う
技

術
の
総
称
。
こ
の
技
術
の
進

展
に
よ
り
製
造
工
程
の
削
減

な
ど
と
と
も
に
省
資
源
化
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
Ｐ
Ｅ

に
用
い
る
イ
ン
ク
の
開
発
と

実
用
化
が
課
題
で
も
あ
る
。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
の
試

み
と
し
て
山
形
大
の
銀
ナ
ノ

微
粒
子
に
関
す
る
出
願
特
許

技
術
を
基
本
と
し
て
、
大
学

の
研
究
成
果
を
活
用
す
る
産

学
連
携
組
織
「
ナ
ノ
メ
タ
ル

ス
ク
ー
ル
」
を
今
年
４
月
に

発
足
し
た
。
当
初
の
参
画
企

業
は
国
内

社
で
、
今
後
５

年
の
連
携
で
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
関
連
の
製
品
化
な

ど
に
取
り
組
む
連
携
体
だ
。

同
ス
ク
ー
ル
に
は
、
こ
の
ほ

ど
新
た
に
１
社
が
加
わ
っ
た

と
い
う
。
銀
ナ
ノ
微
粒
子
の

量
産
化
技
術
を
発
明
し
た
山

形
大
理
学
部
物
質
生
命
化
学

研
究
科
の
栗
原
正
人
教
授
の

研
究
室
を
中
心
に
、
素
材
、

電
子
素
子
関
連
企
業
、
装
置

関
連
企
業
な
ど
が
参
画
し
て

い
る
。
栗
原
研
究
室
が
開
発

し
た
１
０
０
度
Ｃ
以
下
で
焼

成
可
能
な
、
銀
ナ
ノ
微
粒
子

の
量
産
化
技
術
の
用
途
開
発

を
促
す
の
が
狙
い
だ
。

個
性
生
か
し
て

　
ナ
ノ
メ
タ
ル
ス
ク
ー
ル
の

窓
口
は
山
形
大
理
学
部
に
置

く
。
オ
ー
プ
ン
な
連
携
で
、

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
特
許
技

術
を
核
に
複
数
の
企
業
が
参

画
す
る
独
自
の
ス
タ
イ
ル
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
大
学

の
特
許
を
複
数
の
企
業
に
開

示
す
る
研
究
体
制
で
、
大
学

は
じ
め
各
社
の
個
性
を
生
か

し
た
技
術
開
発
・
差
別
化
を

産
学
で
進
め
る
の
が
特
色
。

山
形
大
の
特
許
技
術
の
提
供

を
受
け
て
、
各
社
が
連
携
す

る
な
ど
、
国
内
産
業
の
競
争

力
強
化
を
見
込
む
。
参
画
費

用
は
１
社
あ
た
り
年
間
数
百

万
円
。
ス
ク
ー
ル
の
中
心
と

な
る
栗
原
教
授
は
「
産
業
化

に
向
け
て
、
社
会
を
変
え
る

よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

　
山
形
大
の
銀
ナ
ノ
微
粒
子

の
基
盤
技
術
に
つ
い
て
は
特

許
出
願
が
公
開
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
基
づ
く
量
産
化

技
術
な
ど
を
２
０
１
０
年
に

特
許
出
願
し
た
。
ナ
ノ
メ
タ

ル
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
は

発
明
内
容
の
公
開
時
期
に
合

わ
せ
た
も
の
。
新
技
術
の
基

に
な
る
研
究
成
果
は
、
「
シ

ュ
ウ
酸
架
橋
銀
ア
ル
キ
ル
ア

ミ
ン
錯
体
の
自
己
熱
分
解

法
」
と
し
て
特
許
出
願
。
銀

ナ
ノ
微
粒
子
は
Ｐ
Ｅ
の
電
極

材
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
従
来
の
製
造
方

法
は
２
０
０
度
Ｃ
を
超
え
る

高
温
合
成
が
必
要
な
ど
の
量

産
化
へ
の
課
題
も
あ
っ
た
と

い
う
。
栗
原
教
授
ら
は
こ
れ

ま
で
製
造
に
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
シ
ュ
ウ
酸
銀
に
着
目

し
て
、
高
収
率
・
低
環
境
負

荷
型
合
成
に
つ
な
げ
た
。

　
震
災
へ
の
復
旧
・
復
興
も

流
体
研
の
大
き
な
テ
ー
マ

だ
。
熱
流
体
工
学
を
専
門
と

す
る
圓
山
重
直
教
授
は
、
震

災
直
後
の

年
３
月

日
か

ら
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
を
独
自
に
分

析
し
、
早
期
収
束
に
向
け
て

提
言
し
続
け
て
き
た
。
熱
流

体
工
学
を
使
い
原
子
炉
内
の

現
象
を
推
定
し
、
東
電
な
ど

よ
り
も
先
に
炉
心
崩
壊
を
予

測
。
格
納
容
器
の
破
壊
面
積

の
推
定
や
水
位
計
が
正
し
く

表
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
後
の
調
査
で
分
か
っ
た
を

理
論
的
に
指
摘
し
続
け
た
。

　
東
電
が
発
表
す
る
公
開
デ

ー
タ
や
原
子
力
関
連
の
専
門

書
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

年
３
月

日
に
最
初
の
リ
ポ

ー
ト
を
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
し
、
こ
れ
ま
で

に

件
を
発
信
し
て
き
た
。

そ
の
動
機
に
つ
い
て
、
圓
山

教
授
は
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た

専
門
知
識
を
使
っ
て
、
被
災

地
の
復
興
に
貢
献
し
た
か
っ

た
」
と
話
す
。
さ
ら
に

年

９
月
に
は
一
群
の
リ
ポ
ー

ト
、
論
文
を
一
般
読
者
に
も

読
み
や
す
い
よ
う
「
小
説
　

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
と

し
て
出
版
し
た
。

　
さ
ら
に
福
島
第
一
原
発
の

事
故
の
早
期
収
束
に
向
け
た

提
言
も
行
っ
て
き
た
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
圓
山
教
授
は

大
規
模
自
然
災
害
時
に
外
部

電
源
や
非
常
用
発
電
機
に
頼

ら
な
く
て
も
、
原
子
炉
を
長

期
間
冷
却
し
続
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
も
発
表
。
原
子
炉
内

の
崩
壊
熱
で
生
じ
る
蒸
気
で

発
電
し
、
そ
の
動
力
で
炉
心

を
冷
や
す
仕
組
み
だ
。

正
確
な
記
録
を

　
圓
山
教
授
は
「
科
学
者
と

し
て
、
こ
の
事
故
に
直
面
し

た
一
人
と
し
て
、
後
世
に
正

確
な
記
録
を
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
、
自
ら

の
研
究
の
傍
ら
膨
大
な
分

析
、
早
期
収
束
に
向
け
た
提

言
を
続
け
て
い
る
。

　
流
体
研
の
研
究
は
多
岐
に

わ
た
る
。
こ
の
研
究
所
の
性

格
を
早
瀬
敏
幸
所
長
は
「
時

代
の
流
れ
を
捉
え
な
が
ら
、

今
後
も
社
会
・
技
術
的
な
重

要
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て

鴨
長
明
方
丈
記
の
冒
頭
を

引
用
し
て
説
明
す
る
。
行
く

川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
元
の
水
に
あ
ら
ず
。

あ
ら
ゆ
る
自
然
現
象
を
空
間

的
連
続
と
、
時
間
的
変
化
と

い
う
「
流
れ
」
の
本
質
で
捉

え
て
い
く
と
い
う
流
体
研
の

研
究
姿
勢
そ
の
も
の
だ
。

壁
、取
り
払
う

　
東
北
大
学
流
体
科
学
研
究

所
は
工
学
、
理
学
、
医
学
す

べ
て
の
分
野
を
「
流
れ
」
で

捉
え
て
、
社
会
・
技
術
的
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
流
体
科
学
は
物
質
の
流

れ
だ
け
で
な
く
、
熱
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
情
報
な
ど
あ
ら
ゆ

る
「
流
れ
」
を
明
ら
か
に
す

る
学
問
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
か

ら
次
世
代
医
療
技
術
、
新
デ

バ
イ
ス
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
、

高
機
能
材
料
、
次
世
代
超
音

速
飛
行
機
の
開
発
な
ど
幅
広

い
分
野
を
扱
う
。
東
日
本
大

震
災
の
復
旧
・
復
興
で
も
独

自
の
研
究
・
提
言
を
行
っ
て

お
り
、
東
北
最
大
の
総
合
大

学
の
研
究
機
関
と
し
て
の
存

在
感
を
高
め
て
い
る
。

　
最
大
の
特
徴
は
「
研
究
ク

ラ
ス
タ
ー
」
と
い
う
概
念
を

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

多
く
の
大
学
で
弊
害
と
さ
れ

て
き
た
縦
割
り
組
織
を
大
胆

に
見
直
し
、
組
織
横
断
的
に

最
先
端
の
研
究
成
果
を
く
み

上
げ
て
社
会
に
還
元
し
て
き

た
。
同
大
学
の
理
念
の
一

つ
、
「
実
学
尊
重
」
を
体
現

し
た
研
究
所
だ
。

　
具
体
的
に
は
国
産
技
術
に

よ
る
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
目
指
す
「
エ
ア
ロ
ス

ペ
ー
ス
ク
ラ
ス
タ
ー
」
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

や
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
な

ど
を
研
究
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
ク
ラ
ス
タ
ー
」
、
流
体
科

学
の
視
点
で
生
命
科
学
や
医

療
工
学
の
課
題
解
決
に
取
り

組
む
「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

ク
ラ
ス
タ
ー
」
、
半
導
体
立

国
の
再
現
を
目
指
す
「
ナ
ノ

・
マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ス
タ
ー
」

の
四
つ
。
約

人
の
研
究
者

は
１
つ
以
上
の
ク
ラ
ス
タ
ー

に
所
属
し
、
専
門
性
の
壁
を

越
え
て
研
究
を
積
み
重
ね
て

い
る
。

　
震
災
で
傷
つ
い
た
東
北
地

方
に
と
っ
て
、
２
０
１
２
年

７
月
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日

本
の
誕
生
は
復
興
に
向
け
た

大
き
な
第
一
歩
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
て
き
た
。
東
北
地

方
で
自
動
車
産
業
が
力
強
く

歩
み
始
め
る
一
方
、
自
動
車

に
次
ぐ
新
し
い
産
業
と
し
て

行
政
・
企
業
が
注
目
し
て
い

る
の
が
航
空
宇
宙
産
業
だ
。

　
こ
の
中
核
を
担
う
存
在
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の

が
、
大
林
茂
教
授
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
「
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー

ス
ク
ラ
ス
タ
ー
」
だ
。
世
界

最
先
端
の
流
体
科
学
の
研
究

成
果
を
反
映
し
た
航
空
宇
宙

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
最
終

的
に
は
国
産
技
術
に
よ
る
航

空
機
、
宇
宙
機
の
開
発
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

夢
乗
せ
て
飛
ぶ

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開

発
を
目
指
し
て
い
る
の
が
、

マ
ッ
ハ
１
・
７
で
飛
ぶ
超
音

速
旅
客
機
「
み
そ
ら
」
だ
。

上
下
に
２
枚
の
翼
を
持
つ
飛

行
機
で
、
東
京
―
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
間
を
６
時
間
で
結
び
、

し
か
も
超
音
速
機
が
発
す
る

雷
の
よ
う
な
爆
音
・
衝
撃
波

を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
鍵

を
握
る
の
が
、
「
多
目
的
設

計
探
査
」
と
い
う
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

新
し
い
設
計
方
法
だ
。
大
林

教
授
は
三
菱
航
空
機
が
開
発

す
る
国
産
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
」
の
主
翼
の

設
計
に
も
携
わ
り
、
こ
の
手

法
を
使
っ
た
。

　
航
空
機
は
空
気
抵
抗
や
騒

音
の
低
減
、
機
体
の
軽
量
化

や
安
定
性
、
燃
費
の
向
上
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
設
計
要
求
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
大
林
教
授
が
利

用
し
た
の
が
「
遺
伝
的
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
計
算
方

法
だ
。
生
物
が
世
代
交
代
と

突
然
変
異
で
環
境
に
適
合
す

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
目
的

と
す
る
要
求
に
向
か
っ
て
機

械
の
設
計
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
上
で
進
化
す
る
と
い
う
も

の
だ
。
大
林
教
授
は
「
最
適

な
設
計
に
至
る
ま
で
の
計
算

は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
行
う
が
、
難
し
い
の
は

最
適
な
問
い
の
立
て
方
だ
」

と
話
す
。

　
日
本
は
自
動
車
や
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
で
は
先
進

国
と
言
わ
れ
る
が
、
航
空
宇

宙
産
業
で
は
欧
米
に
比
べ
て

発
展
途
上
国
。
だ
が
、
大
林

教
授
は
「
航
空
機
産
業
が
日

本
の
基
幹
産
業
に
な
る
潜
在

能
力
は
非
常
に
高
い
」
と
み

る
。
世
界
の
路
線
別
航
空
旅

客
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
東
京

―
札
幌
、
東
京
―
福
岡
、
東

京
―
大
阪
が
５
位
以
内
に
入

る
。
国
産
旅
客
機
の
生
産
開

始
も
本
格
化
す
る
見
込
み

だ
。
ア
ジ
ア
圏
が
経
済
力
を

つ
け
て
き
た
の
も
追
い
風
。

　
こ
れ
ら
の
風
を
受
け
止
め

て
、
航
空
機
産
業
を
育
て
上

げ
る
キ
ー
と
な
る
の
が
、
中

・
小
型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト

の
高
速
化
だ
。
大
林
教
授
は

「
乗
客
１
０
０
人
以
下
の
超

音
速
航
空
機
を
開
発
し
、
実

際
に
運
用
す
る
こ
と
で
日
本

の
航
空
機
産
業
の
実
力
は
飛

躍
的
に
向
上
す
る
。
私
た
ち

が
取
り
組
む

み
そ
ら

は

そ
の
先
駆
け
に
な
り
た
い
」

と
意
欲
を
み
せ
る
。
大
林
教

授
グ
ル
ー
プ
は
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

な
ど
と
も
緊
密
に
連
携
し

て
、
研
究
開
発
を
加
速
さ
せ

る
方
針
だ
。


